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はじめに

マイロジャーマイクは、スイスのチューリッヒに拠点を置く、聞こえのソ

リューションにおける世界的なトップ企業である Sonova が開発したアプ

リです。本取扱説明書をよくお読みいただき、正しくお使いください。

使用目的

マイロジャーマイク アプリの使用目的は、視覚的な手段でワイヤレス

に、既存のロジャー オンの機能を選択、調整、保存すること、および

ステータス情報へアクセスすることです。

Bluetooth® のワードマークおよびロゴは、Bluetooth SIG Inc. が所有する登録商標です。Sonova AG は、
使用許可を得てこれらのマークを使用しています。 

iPhone® は Apple Inc. の商標であり、米国およびその他の国で登録されています。 

Android™ は Google LLC の商標です。

iOS® は、米国および他の国々で登録された Cisco Systems, Inc. および/またはその関連会社の登録商標
または商標です。

対応機器に関する情報:
マイロジャーマイク アプリを使用するには、フォナック 
ロジャー オンまたはフォナック ロジャー オン iN が必要

です。

マイロジャーマイク アプリは、Bluetooth® Low-Energy (LE) 
機能を持つ スマートフォンで使用でき、iOS® バージョン

13以降のiPhoneと互換性があります。 
また、Bluetooth® 4.2および Android™ OS 7.0以降をサポー

トする Google Mobile Services (GMS)認証の Android スマート

フォンで使用できます。
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簡単な概要

ロジャーオン ロジャーオン

快適性
電池の状態

現在の機器状態
ビーム ステアリング

現在の設定をカスタム

モードとして保存

すべてのビー

ムをまとめて

有効化

ナビゲーション

マイク モー

ドの選択

ミュート /

ミュート解除

ロジャーオン

卓上オートマチック プレゼンターインタビュー

ロジャーオン

卓上オートマチック プレゼンターインタビュー
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マイロジャーマイク アプリのインストール

• スマートフォンを WiFi または携帯電話回線でインターネットに接続します。

• スマートフォンの Bluetooth® をオンにします。

プライバシーに関

する通知

操作を続行してアプリ

を使用するには、[同

意する]をタップして

プライバシーに関する

通知を受け入れる必要

があります。

マイロジャーマイク

アプリを開く

アプリを開いて、

[次へ]をタップしま

す。または、[スキッ

プ]をタップして、オン

ボーディング情報をス

キップできます。

製品の向上

使用データの共有によ

り、当社製品の品質改善

にご協力いただけます。

匿名化された使用データ

の共有に同意いただける

場合は[同意する]を、共

有したくない場合は[い

いえ、結構です]をタッ

プしてください。

マイロジャーマイク

アプリをダウンロー

ドする

ストアからアプリをダウ

ンロードします。インス

トールが完了したら、マ

イロジャーマイクアプ

リを開きます。

当社の品質改善にご協
力ください

プライバシー通知

使用データをご提供いただくことで、

製品やサービスの向上や改善に役立てる

ことができます。

選択内容は、アプリの設定の「分析」

セクションでいつでも変更可能です。

同意する

同意する

いいえ、結構です

戻る

Sonova AG

64件の評価

16歳以上5.0
年齢

マイロジャーマイク

入手する

マイロジャーマイク アプ
リへようこそ

アプリを使ってロジャーオンの使用を開始

し、すべての機能を見てみましょう。

それでは見て行きましょう!

次へ

スキップ



5

ロジャー オン機器とのペアリング

ロジャー オンをマイロジャーマイク アプリに接続するには、下記の説明に従ってお進みください。本アプリではロジャー オン機器を

10台までペアリングできます。それより更に機器を追加したい場合は、[ロジャー オン機器の追加、選択、削除]セクションにアクセ

スしてください。

ペアリングの説明

画面の指示に従って、

[続ける]をタップします。

探しています

ロジャー オン機器をアプ

リで検出中です。検出す

ると表示されます。この

処理にはしばらく時間が

かかる場合があります。

選択

お使いのロジャー オン

がリストに表示された

ら、[選択]をタップし

てください。複数のロ

ジャー オン機器を同時

にペアリングすること

はできません。それぞ

れのロジャー オン機器

を個別にペアリングす

る必要があります。

ペアリング完了

ロジャー オンのペアリ

ングが完了しました。

アプリは、自動的に次

の手順に進みます。

セットアップの完了

これでマイロジャーマイ

ク アプリを使用できる状

態になりました。[OK]を
タップすると、メイン画

面が表示されます。

ロジャー オンをアプリに接
続する

ペアリング完了

探しています 探しています

ロジャーオンをマイロジャーマイクアプリ

に接続できるようにするには、ロジャーオン

のスイッチを切ってから、入れなおします。

Bluetooth のペアリングモードが3分間有効に

なります。

マイロジャーマイクアプリが使用できる

状態になりました。
ロジャーを探しています ロジャーを探しています

ロジャーオンがペアリングされました

ロジャーオン

続ける

選択

ロジャーオン 選択

OK
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ペアリングに関するトラブルシューティング

設定中に起こり得るエラー

位置情報

Android スマートフォンで

は、Bluetooth 補聴器と初

めてペアリングする際に

位置情報サービスを有効

にする必要があります。

初期設定が完了したら、

位置情報サービスは無効

に戻してかまいません。

ペアリング失敗

ペアリングに失敗した場

合は、以下の対応を行っ

てください。

1. [やり直す]をタップ

して、ペアリング処

理を再開します。

2. アプリを閉じ、最初

からやり直します。

Bluetooth (Android)
ロジャー オンをペアリ

ングするには、モバイル

機器の Bluetooth を有効

にする必要があります。

Android 機器を使用してい

る場合は、[有効にする]

ボタンをタップするだけ

で、有効にできます。

Bluetooth (iOS)
ロジャー オンをペアリ

ングするには、モバイル

機器の Bluetooth を有効

にする必要があります。

iPhone を使用している場

合は、[設定画面を開く]

ボタンをタップすること

で、有効にできます。

有効にする 有効にする やり直す

Bluetooth® を有効にする

ロジャーオンを接続するには、Bluetooth 
を有効にする必要があります。

設定画面を開く

Bluetooth® を有効にする

ロジャーオンを接続するには、Bluetooth 
を有効にする必要があります。

位置情報を有効にする

ロジャーオンを接続するには、位置情報

サービスを有効にする必要があります。

ペアリング失敗
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ロジャー オン機器との接続に関するトラブルシューティング

ロジャー オン機器との接続時に発生することがあるエラー

接続の失敗

マイロジャーマイクアプリ

がロジャーオンとの接続

に失敗した場合は、以下の

チェックを行ってから、接

続をやり直してください。

• ロジャーオンのスイッ

チがオンになっている、

および電池が減っていた

り切れていたりしていな

い。

• ロジャーオンが Bluetooth 
モバイル機器の範囲内に

ある。

接続の失敗 - 指示

[原因は?]ボタンをタップ

し、接続に失敗する原因、

および接続を確立するため

の対策を確認します。

補聴器が検出されません

ロジャー オンが補聴器と

ペアリングされていませ

ん。[原因は?]ボタンを

タップし、ロジャー オン

を補聴器またはロジャー

受信機にペアリングする

方法を確認します。

OK

ロジャー オン

ロジャー オン ロジャー オン

再試行

ロジャーオンとペアリングできませんでした 原因は?

ロジャー オンと接続できません

補聴器が検出されません 原因は?

ロジャーオンと補聴器また
はロジャー受信機をペアリン

グする

ロジャーオンが補聴器またはロジャー受

信機とペアリングされていないようです。

ロジャーオンを補聴器や受信機とペアリ

ングさせるには、ロジャーオンを補聴器

または受信機の近く(10cm)で持ち、裏面

の接続ボタンを押してください。

ロジャー オンと接続できません

卓上オートマチック プレゼンターインタビュー卓上オートマチック プレゼンターインタビュー

ロジャー オン

ロジャーロジャーオンとペアリングできませんでしたオンとペアリングできませんでしたオンとペアリングできませんでしたオンとペアリングできませんでした 原因は原因は?

ロジャー オンと接続できません

ロジャーオンとペアリン
グできませんでした

アプリとロジャーオンの接続を確立で

きませんでした。ロジャーオンが充電

され、スイッチがオンになっているこ

と、また範囲内にあることを確認して

ください。

再試行

閉じる
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マイクロホン モードの機能*

オートマチック モード

ロジャー オンがオート

マチック モードになっ

ている場合は、本体の向

きによってマイクロホン

のモードが調整されま

す。マイクロホン モー

ドは、画面上でロジャー

オンの絵の上に表示され

ます。

マイクロホン モードの

ロック

使用したいマイクロホン

モードをタップします。

これにより、ロジャー オ

ンは、選択したマイクロ

ホン モードでロックされ

ます。

ミュート/ミュート解除

マイクロホンアイコンを

押すと、ロジャーオンを

ミュートまたはミュート解

除することができます。

ロジャーオン ロジャーオン

*各マイクロホン モードの機能の詳細については、ロジャー オンの取扱説明書をご確認ください。

ロジャーオン

卓上オートマチック プレゼンターインタビュー 卓上オートマチック プレゼンターインタビュー 卓上オートマチック プレゼンターインタビューインタビュー

ロジャー オン ロジャー オン ロジャー オン



9

ビーム ステアリング

ロジャー オンをテーブルの上に置いた場合、マルチビームテクノロジーを使用することで騒がしい環境での語音明瞭度を向上させることができ

ます。1 例えばレストランでのグループ会話では、実際に聞こえている話者の声が聞きたい相手の声ではないことがあります。（例：同じテーブ

ルで別の雑談が始まった場合）このような場合、マイロジャーマイク アプリを使用して聞きたい相手の方向にビームを変えることができます。

卓上モード

ロジャー オンをテーブル

の中央に置きます。より

快適にお使いいただくた

めには、ロジャー オンの

充電ポートが自分の方向

に向くよう、またはアプ

リに表示されているよう

に置いてください。

ビームを有効化/無効化

セグメントをタップして

有効化/無効化します。

6つのビームすべてをま

とめて有効にする

画面上で円形アイコン

をタップすると、6つの

ビームがすべて有効にな

ります。

1 Thibodeau, L. (2020). Benefits in Speech Recognition in Noise with Remote Wireless Microphones in Group Settings. J Am Acad Audiol. 31(6):404-411. doi: 10.3766/jaaa.19060. 

ロジャー オン ロジャー オン

快適性

名前を付け
て保存

ロジャー オン ロジャー オン

卓上オートマチック プレゼンターインタビュー 卓上オートマチック プレゼンターインタビュー
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カスタム モードの作成

特定のビーム パターンをよく使用する場合は、そのパターンをカスタム モードとしてアプリに保存することができます。保存後は、

ロジャー オンまたはアプリから1タップすることで保存されたビーム パターンに直接アクセスできます。カスタム モードは最大2つ
保存できます。また、いつでもアクセスや削除を行えます。

カスタム モードを保存

する

よく使用するビーム パ

ターンを選択し、[保存]

アイコンをタップしたら

カスタム モードとして

保存されます。カスタム

モードは、最大2つ保存

可能になっています。

カスタム モードに名前を

付ける

ビーム パターンに好きな

名前を付け、[保存]

をタップします。

カスタム モードのアク

セスと削除

保存されたカスタム

モードは、マイクロホ

ン モードのリストにマ

ニュアル モードとして

表示されます。

保存されたカスタムモー

ドを削除したい場合は、

[削除]アイコンをタップ

してください。

ロジャー オンからカスタム

モードにアクセス

ロジャー オンでカスタム

モードを有効にすることも

可能です。使用したいカス

タム モードが有効になるま

で、ロジャー オンの機能ボ

タンを繰り返し押してくだ

さい。

カスタム 1

ロジャーオン ロジャーオン

ロジャー オン ロジャー オン

卓上オートマチック プレゼンターインタビュー インタビュー卓上 カスタム 1プレゼンター

選択した方向をカスタム設定として追加する

保存

完了

キャンセル

保存保存

カスタム 1

ロジャーオン
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マルチビームテクノロジー2.0

ロジャー ダイレクト技術を搭載しているソノヴァの補聴器をペアで使用している場合、マルチビーム2.0を有効にできます。ロジャー オ

ン機器をテーブルの中央に置くと、マルチビーム2.0により、話している人の方向から声が聞こえるようになります。この機能は、卓上

モードにロックされた場合のみご利用いただけます。

メニューにアクセスする

三本線アイコンをタップ

して、メニューにアクセ

スします。

マルチビーム2.0の有効化

マルチビーム2.0のスライ

ダーをタップして、有効に

します。これで設定が記憶

され、手動で卓上モードに

切り替えるたびにロジャー

オンでマルチビーム2.0が
有効になります。

設定にアクセスする

[ロジャー オンの設定]

をタップします。

ロジャー オンを選択する

適切なロジャーオンの横に

ある矢印をタップします。

卓上での使用

ロジャー オンの充電ポートが自分

の方向に向くようにテーブルの中

央に置いてください。そしてアプ

リまたはロジャーオンの機能ボタ

ンを押して、卓上モードにロック

してください。

ロジャーオン マイロジャーマイク 機器の設定

よくあるご質問(FAQ)

アプリのフィードバック

送信 送信 ロジャーを追加する

マルチビーム2.0

範囲拡張機能

接続しました

ロジャーオンの設定

ロジャー オン

卓上オートマチック プレゼンターインタビュー

アプリの使い方

法的事項

ロジャーオン

ロジャーオンの設定

ペアリングされた機器

ロジャーオン

ロジャー オン

表示名

マルチビーム2.0では、テーブルの中央にロジャーオンを置

けば、話している人の方向から声が聞こえるようになりま

す。最高の結果を得るには、ロジャーオンが正しく空間を認

識できるように、テーブルに置いた時にロジャーオンの USB 
ポートが自分の方を向くようにしてください。マルチビーム

2.0は、ロジャーオンを卓上モードでロックしたときに有効

になります。補聴器を1台だけ使用する場合は、マルチビーム

2.0を有効にしないでください。

範囲拡張機能はロジャーオンと補聴器間のワイヤレス通信距

離を広げ、さらに離れたところからの音を聞けるようになり

ます。範囲拡張機能を有効にすると、ロジャーオンの使用可

能時間が減少して約6時間になることに注意してください。

機器を削除する

ロジャー

前

戻る

左

右
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ロジャー オン機器の追加、選択、削除

新しいロジャー オンを追

加する

アプリのメイン ナビゲー

ションで、[ロジャー オ

ンの設定]ページへ進み、

[ロジャーを追加する]ボ

タンをタップします。

ロジャー オンを削除する

アプリのメイン ナビゲー

ションのロジャー設定

で、削除したいロジャー

オンを選択します。

ページの一番下にある

[機器を削除する]アイコ

ンをタップします。

複数の機器から選択する

ペアリング処理が完了

すると、使用したいロ

ジャー オンを選択する

方法が表示されます。

複数の機器から選択する

ロジャー オンを複数台で

アプリとペアリングする

場合は、アプリのホーム

画面に矢印が表示されま

す。矢印をタップして、

アプリで操作したい機器

を選択します。

ロジャー オンの削除を

承認する

[はい、削除します]ボ

タンをタップして、選

択されたロジャー オン

を削除できます。

ロジャー オン

ロジャーオンロジャーオンの設定

ロジャーを追加する

接続しました

ペアリングされた機器

ロジャーオン

機器の選択

複数のロジャーオンがアプリとペアリン

グされています。「マイクロホン」の横

にある矢印をタップし、メイン画面に表

示したい機器を選択します。

理解しました

ロジャーオン

ロジャーオン

プレゼンター

マルチビーム2.0

範囲拡張機能

ロジャー オン

表示名

マルチビーム2.0では、テーブルの中央にロジャーオンを置

けば、話している人の方向から声が聞こえるようになりま

す。最高の結果を得るには、ロジャーオンが正しく空間を認

識できるように、テーブルに置いた時にロジャーオンの USB 
ポートが自分の方を向くようにしてください。マルチビーム

2.0は、ロジャーオンを卓上モードでロックしたときに有効

になります。補聴器を1台だけ使用する場合は、マルチビーム

2.0を有効にしないでください。

範囲拡張機能はロジャーオンと補聴器間のワイヤレス通信距

離を広げ、さらに離れたところからの音を聞けるようになり

ます。範囲拡張機能を有効にすると、ロジャーオンの使用可

能時間が減少して約6時間になることに注意してください。

機器を削除する

機器の設定

オン

機器を削除する機器を削除する

ロジャー オン

表示名

このモードを有効にするとロジャー機器の電池消費量が増加

することに注意してください。

機器を削除する機器を削除する

機器の設定

ロジャー機器を削除しますか?
アプリでの使用は、ロジャーオンを再度

ペアリングする必要があります。

はい、削除します

キャンセル
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マルチトーカーネットワーク

3. ブロックされたロジャー オン

お使いのマイクロホンに接続されている他のマイク

ロホンがスタンドアロン モード(インタビュー モー

ドまたは卓上モード、マルチトーカーネットワーク

で使用、ミュート解除)で使用されているので、本マ

イクロホンはブロックされています。[原因は?]ボ
タンをタップして、ブロックを解除する方法を理解

してください。

1. マルチトーカーネッ

トワーク

ロジャー オンが他のロ

ジャー マイクロホンに

接続されている場合、

アプリはオートマチッ

ク プレゼンター モー

ドを示します。

2. ロジャー オンがミュートされた場合

プレゼンター モードで使用していないため、マイ

クロホンはミュートになっています。[原因は?]ボ
タンをタップして、原因やミュートを解除する方

法をご確認ください。

ロジャー オン マイクロホンは、ロジャー テーブルマイク II など、他のロジャー マイクロホンと組み合わせることができます。これにより、グループが大

きくなったり、離れたところにいる話者が複数になったりしても、声を聞くことができます。他のマイクロホンを自分のロジャー オンに接続する方法につ

いては、ロジャー オンの取扱説明書の第13章を確認してください。

マルチトーカーネットワークでロジャー オン機器を他のマイクロホンとともに使用する場合、ロジャー オンは自動的にプレゼンター モードになります(1)。
テーブルの上に置くまたは手持ちにする場合は、ロジャーオンが自動的にミュートされます。マイクロホンがミュートになっていることが自動的にアプリに

表示され、ミュート解除する方法も表示されます(2)。
ミュートを解除すると(マイクロホンの中央にある機能ボタンを長押しする)、ロジャー オンに接続されている他のマイクロホン(同じマルチトーカーネッ

トワークに含まれるもの)は自動的にブロックされます。マイロジャーマイク アプリにもこのような情報が表示されます(3)。

機器を削除する

ロジャーオン ロジャーオン

マルチトーカーネットワーク

機器を削除する

マルチトーカーネットワーク

このロジャーはミュートになっています。 原因は?

ロジャー オン

卓上オートマチック プレゼンターインタビュー

ロジャー オン

卓上オートマチック プレゼンターインタビュー

ロジャーオン

ロジャーがブロックされています 原因は?

ロジャー オン

卓上オートマチック プレゼンターインタビュー

ロジャーオン

ロジャー オン

ロジャーがブロックされていますロジャーがブロックされていますロジャーがブロックされていますロジャーがブロックされています 原因は原因は?

ロジャーオン

ロジャー オン

このロジャーはミュートになっています。このロジャーはミュートになっています。このロジャーはミュートになっています。このロジャーはミュートになっています。 原因は原因は?

マルチトーカーネットワーク

ロジャーオンは他のロジャーマイクロホ

ンと接続されているため、インタビュー

モードと卓上モードは使用できません。

ロジャーオンの1つをスタンドアロンモー

ドで使用したい場合は、ロジャーオンの機

能ボタンを押すと、そのままスタンドアロ

ンモードで使用できますが、この場合は他

のマイクロホンがロックされますので注意

してください。

理解しました

マルチトーカーネットワーク

このロジャーオンは、スタンドアロンモー

ドで使用されている別のロジャーマイクロホ

ンに接続されているため、ブロックされてい

ます。このロジャーオンを再度使用したい場

合は、ロジャー機器の機能ボタンを押すと、

そのまま使用できるようになります。

理解しました
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その他の機能

範囲拡張機能

アプリのメイン ナビ

ゲーションの[ロジャー

オンの設定]で、[範囲

拡張機能]を有効にでき

ます。この機能により

ロジャー オンと補聴器

間のワイヤレス通信距

離が広がるので、さら

に離れたところからの

音を聞けるようになり

ます。

ロジャー オン機器に

名前を付ける

名前を付けたいロ

ジャー オンを選択

し、編集(鉛筆)アイコ

ンをタップして名前を

編集できます。

よくあるご質問(FAQ)
このページから当社の

外部ウェブサイトに掲

載されている「よくあ

るご質問」にアクセス

できます。

よくあるご質問(FAQ)機器の設定

よくあるご質問

当社ウェブサイトでよくあるご質問をご

覧ください。

よくあるご質問(FAQ)

範囲拡張機能

ロジャー オン

表示名

範囲拡張機能はロジャーオンと補聴器間のワイヤレス通信距

離を広げ、さらに離れたところからの音を聞けるようになり

ます。範囲拡張機能を有効にすると、ロジャーオンの使用可

能時間が減少して約6時間になることに注意してください。

機器の設定

ロジャー オン

表示名

マルチビーム2.0

マルチビーム2.0では、テーブルの中央にロジャーオンを置

けば、話している人の方向から声が聞こえるようになりま

す。最高の結果を得るには、ロジャーオンが正しく空間を認

識できるように、テーブルに置いた時にロジャーオンの USB 
ポートが自分の方を向くようにしてください。マルチビーム

2.0は、ロジャーオンを卓上モードでロックしたときに有効

になります。補聴器を1台だけ使用する場合は、マルチビーム

2.0を有効にしないでください。

機器を削除する

範囲拡張機能

範囲拡張機能はロジャーオンと補聴器間のワイヤレス通信距

離を広げ、さらに離れたところからの音を聞けるようになり

ます。範囲拡張機能を有効にすると、ロジャーオンの使用可

能時間が減少して約6時間になることに注意してください。

マルチビーム2.0

マルチビーム2.0では、テーブルの中央にロジャーオンを置

けば、話している人の方向から声が聞こえるようになりま

す。最高の結果を得るには、ロジャーオンが正しく空間を認

識できるように、テーブルに置いた時にロジャーオンの USB 
ポートが自分の方を向くようにしてください。マルチビーム

2.0は、ロジャーオンを卓上モードでロックしたときに有効

になります。補聴器を1台だけ使用する場合は、マルチビーム

2.0を有効にしないでください。

機器を削除する
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記号の説明

この記号は、本取扱説明書の関連情報を読んで考慮すること

の重要性を示しています。

この記号は、ユーザーがこの取扱説明書の関連する警告内容

に注意を払うことの重要性を示しています。

製品の安全性および取り扱いに関する重要な情報です。

CE マークにより、このフォナック製品が無線機器指令2014/53/EU 
の要件を満たしていることを Sonova AG は表明します。 
CE マークは、2020年に取得しました。

安全に関する重要な情報 

個人のスマートフォンの使用に関する責任は、ユーザーにあ

ります。スマートフォンおよびアプリは慎重に扱うようお願

いします。 

 

マイクロホン モードを変更したり、ビーム ステアリングを

使用したりすると、警告や安全性関連の信号が聞こえにくく

なる場合があります。それにより危険な状況につながる可能

性があります。 

 

過度な磁場の障害によりロジャー オンが機器に反応しない場

合は、その強い磁場から離れてください。

ロジャー オンが反応しない場合は、ロジャー オンのスイッ

チがオンになっているか、電池が切れていないか、標準の 
Bluetooth LE 接続の範囲にいるかを確認してください。

取扱説明書の書面コピー(無料)を入手するには、お買い上げ

の販売店にお問い合わせください。7日以内にコピーをお送

りします。

Bluetooth を有効にしてください。ロジャー オンに接続する

には、Bluetooth を有効にする必要があります。

補聴器を1台だけ使用する場合は、マルチビーム2.0機能を有

効にしないでください。補聴器の聴覚パフォーマンスが損な

われる可能性があります。
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